
２　令和３年度の状況

（１）水産物
　①取扱高及び収益状況

令和３年度 令和２年度 前期比（％）

4,461億2,184万円 4,072億7,315万円 109.54 

数量 343,031トン 345,568トン 99.27 

金額 3,701億3,300万円 3,395億7,599万円 109.00 

数量 66,219トン 68,449トン 96.74 

金額 773億9,862万円 719億3,979万円 107.59 

数量 276,812トン 277,119トン 99.89 

金額 2,927億3,438万円 2,676億3,621万円 109.38 

金額 759億8,884万円 676億9,716万円 112.25 

229億4,862万円 211億869万円 108.72 

42億4,878万円 39億5,514万円 107.42 

138億8,116万円 130億5,195万円 106.35 

48億1,868万円 41億161万円 117.48 

5.14％ 5.18％

205億7,724万円 202億8,248万円 101.45 

23億7,138万円 8億2,621万円 287.02 

0.53％ 0.20％

34億8,449万円 18億5,491万円 187.85 

0.78％ 0.46％

　②財務状況

令和３年度 令和２年度 前期比（％）

1,046億3,447万円 994億8,912万円 105.17 

526億9,997万円 501億5,880万円 105.07 

519億3,451万円 493億3,033万円 105.28 

49.63％ 49.58％

160.95％ 164.15％

　財務状況は、売掛金の増加等により総資産が５１億円増加した。
　自己資本比率は、純資産が利益剰余金の増加等により２６億円増加し、負債が短期借入金
の増加等により２５億円増加した結果、前年度とほぼ同水準となった。
　流動比率は、流動資産の増加率が流動負債の増加率を下回った結果、３．２ポイント下落し
た。

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

　水産物は、前年度と比較し、増収増益となった。
　総取扱金額は、取扱数量が減少したものの、販売単価が上昇したため、３８８億円の増収と
なった。
　売上総利益は、受託販売手数料、買付販売利益及び兼業業務利益がいずれも増加したた
め、１８億円の増益となった。
　また、販売費及び一般管理費が増加したものの、営業利益は１５億円の増益、経常利益は
１６億円の増益となった。

総　資　産

負　　　債

純　資　産

経常利益率

自己資本比率

卸売業務

受託物品

買付物品

兼業業務

売上総利益率

営業利益率

売上総利益

受託販売手数料

買付販売利益

兼業業務利益

事項

事項

総取扱金額(売上高)

流動比率
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（２）青果物

　①取扱高及び収益状況

令和３年度 令和２年度 前期比（％）

5,293億5,686万円 5,373億8,091万円 98.51 

数量 1,842,414トン 1,883,029トン 97.84 

金額 5,031億9,970万円 5,134億5,170万円 98.00 

数量 1,079,103トン 1,121,772トン 96.20 

金額 2,991億8,684万円 3,135億9,823万円 95.40 

数量 763,311トン 761,257トン 100.27 

金額 2,040億1,285万円 1,998億5,348万円 102.08 

金額 261億5,716万円 239億2,921万円 109.31 

355億8,268万円 373億3,716万円 95.30 

241億1,917万円 253億6,150万円 95.10 

91億8,945万円 97億831万円 94.66 

22億7,406万円 22億6,736万円 100.30 

6.72％ 6.95％

328億5,657万円 340億5,936万円 96.47 

27億2,611万円 32億7,779万円 83.17 

0.51％ 0.61％

34億3,749万円 43億1,900万円 79.59 

0.65％ 0.80％

　②財務状況

令和３年度 令和２年度 前期比（％）

720億1,155万円 715億3,633万円 100.66 

169億4,661万円 185億6,389万円 91.29 

550億6,494万円 529億7,244万円 103.95 

76.47％ 74.05％

356.66％ 340.00％

総　資　産

経常利益

負　　　債

純　資　産

受託物品

受託販売手数料

買付販売利益

兼業業務利益

販売費及び一般管理費

事項

売上総利益

営業利益

流動比率

　財務状況は、子会社株式の増加等により、総資産が５億円増加した。
　自己資本比率は、純資産が利益剰余金の増加等により２１億円増加し、負債が未払税金の
減少等により１６億円減少した結果、２．４ポイント上昇した。
　流動比率は、流動資産の減少率が流動負債の減少率を下回った結果、１６．７ポイント上昇
した。

営業利益率

事項

　青果物は、前年度と比較し、減収減益となった。
  総取扱金額は、取扱数量が減少し、販売単価についても果実は上昇したものの、取扱数量
の多い野菜が下落したため、８０億円の減収となった。
　売上総利益は、兼業業務利益は前年度とほぼ同じであったものの、受託販売手数料及び
買付販売利益が減少したため、１８億円の減益となった。
　また、販売費及び一般管理費が減少したものの、営業利益は６億円の減益、経常利益は、
９億円の減益となった。

自己資本比率

総取扱金額(売上高)

卸売業務

買付物品

売上総利益率

経常利益率

兼業業務
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（３）花き

　①取扱高及び収益状況

令和３年度 令和２年度 前期比（％）

813億2,986万円 710億8,140万円 114.42 

金額 784億6,535万円 685億9,850万円 114.38 

受託物品 金額 737億8,708万円 638億791万円 115.64 

買付物品 金額 46億7,827万円 47億9,059万円 97.66 

金額 28億6,451万円 24億8,290万円 115.37 

79億4,019万円 68億6,990万円 115.58 

70億6,361万円 61億4,480万円 114.95 

2億6,919万円 1億6,992万円 158.42 

6億739万円 5億5,518万円 109.40 

9.76％ 9.66％

73億6,540万円 70億2,880万円 104.79 

5億7,478万円 ▲1億5,890万円 － 

0.71％ ▲ 0.22％

8億2,695万円 1億1,782万円 701.87 

1.02％ 0.17％

　②財務状況

令和３年度 令和２年度 前期比（％）

197億8,473万円 195億6,935万円 101.10 

106億7,212万円 108億5,775万円 98.29 

91億1,261万円 87億1,160万円 104.60 

46.06％ 44.52％

172.03％ 170.56％

　財務状況は、現金・預金の増加等により、総資産は２億円増加した。
　自己資本比率は、純資産が利益剰余金の増加等により４億円増加し、負債が長期借入金の
減少等により２億円減少した結果、１．５ポイント上昇した。
　流動比率は、流動資産の増加率が流動負債の増加率を上回ったため、１．５ポイント上昇し
た。

卸売業務

営業利益率

買付販売利益

兼業業務利益

受託販売手数料

営業利益

事項

総取扱金額(売上高)

販売費及び一般管理費

兼業業務

売上総利益

売上総利益率

　花きは、前年度と比較し、増収増益となった。
　総取扱金額は、買付物品の売上高は減少したものの、受託物品及び兼業業務の売上高が
増加したため、１０２億円の増収となった。
　売上総利益は、受託販売手数料、買付販売利益及び兼業業務利益が増加したため、
１１億円の増益となった。
　また、販売費及び一般管理費は増加したものの、営業利益は７億円の増益、経常利益は
７億円の増益となった。

経常利益

流動比率

事項

総　資　産

負　　　債

純　資　産

自己資本比率

経常利益率
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（４）各部門の比較

※青果物は主たる取扱品目がつけ物・鳥卵である3社を除く。また、食肉を除く。

＜参考＞

１　営業利益率

２　経常利益率

３　取扱品目別販売単価の推移（消費税込み） ４　利益率の推移

単位：円 単位：％

注１ 市場統計情報の部類別平均価格による

  ２ 水産、青果の販売単価は１ｋｇあたり

　３ 花きの販売単価は市場統計情報の類別取扱実績より、切花は本、鉢物は鉢あたり

の単価を算出し参考値として記載している

　経常利益とは、営業利益に受取利息や支払利息などの経常的に発生する本業以外の損益
を加減して求めたものである。営業利益と同様、企業の収益力を見る指標である。
　　経常利益率＝経常利益／総売上高（受託＋買付＋兼業）×１００（％）

　営業利益とは、会社が本業から上げる利益のこと。売上高から、原材料費や仕入れ費
用、販売費及び一般管理費などの本業に関わる費用を差し引いて求めたものが営業利益で
ある。営業利益率は、企業の収益力を見るための指標であり、売上高のうちどのくらいが
営業利益になるのかを見る指標である。
　　営業利益率＝営業利益／総売上高（受託＋買付＋兼業）×１００（％）

売上総利益率 5.14％ 6.72％ 9.76％ 6.29％

販売費及び一般管理費 205億7,724万円 328億5,657万円

項目・取扱品目 水産物 青果物 花き 計

総取扱金額(売上高) 4,461億2,184万円 5,293億5,686万円 813億2,986万円 1兆568億856万円

売上総利益 229億4,862万円 355億8,268万円 79億4,019万円 664億7,148万円

経常利益 34億8,449万円 34億3,749万円 8億2,695万円 77億4,893万円

73億6,540万円 607億9,921万円

営業利益 23億7,138万円 27億2,611万円

経常利益率 0.78％ 0.65％ 1.02％ 0.73％

　総取扱金額（売上高）は、青果物が５，２９３億円と最も大きい。次いで、水産物が４，４６１億円、花き
が８１３億円となっている。
　売上総利益率は、花きが９．７６％、青果物が６．７２％、水産物が５．１４％、と花きが一番高い。
　営業利益率は、花きが０．７１％、水産物が０．５３%、青果物が０．５１%、と花きが一番高い。
　経常利益率は全取扱品目において営業外収益が営業外費用を上回っていることから、営業利益
率に比して高くなっている。

74 67 66

果実

取扱
品目

3年度

取扱品目 ３年度 ２年度 元年度

鉢物 667 607 584

水　産　物 1,173 1,068 1,129

花　き
切花

0.51 0.65

481 462 433
青果物

野菜 245 251 236

花　き

営業 経常 営業 経常 営業 経常

水産物 青果物

0.71 1.02

0.20 0.46 0.61 0.80 ▲ 0.22 0.17

0.53 0.78

0.10 0.36 0.14 0.24 ▲ 0.07 0.16

2年度

元年度

5億7,478万円

営業利益率 0.53％ 0.51％ 0.71％ 0.54％

56億7,227万円
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